
官
民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動

水
防
災
意
識
社
会
の
再
構
築
へ

下
水
道
老
朽
化
対
策
な
ど
推
進

国
交
省

評
価
会
政
策
レ
ビ
ュ
ー
で
中
間
報
告

国
土
交
通
省
は
十
月
四
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
三
号
館
会
議
室
で
官
民
連
携
に
よ
る
「
住
民
自

ら
の
行
動
に
結
び
つ
く
水
害
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
・
リ
ス
ク
情
報
共
有
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
第
一
回
会
議
を
開

催
し
た
。
七
月
豪
雨
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
域
住
民
の
主
体
的
な
避
難
行
動
を
促
進
す
る
水
害
・
土
砂
災
害

情
報
や
効
果
的
な
伝
達
手
段
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。
個
別
課
題
に
つ
い
て
は
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
て

新
た
な
対
応
策
・
連
携
策
を
打
ち
出
し
、
水
防
災
意
識
社
会
の
再
構
築
を
め
ざ
す
。

気
候
変
動
の
影
響
な
ど
で

大
規
模
な
洪
水
被
害
・
土
砂

災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
地
域
住
民
が
速
や
か

に
危
険
性
を
察
知
し
、
自
発

的
に
命
を
守
る
行
動
に
つ
な

げ
て
い
く
水
防
災
意
識
社
会

の
再
構
築
が
早
急
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。
水
防
災
意
識
社

会
で
は
よ
り
実
効
性
の
あ
る

住
民
目
線
の
ソ
フ
ト
対
策
に

転
換
す
る
と
と
も
に
、
洪
水

氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
に
も

被
害
を
軽
減
す
る
危
機
管
理

型
ハ
ー
ド
対
策
を
一
体
的
・

計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
。

し
か
し
西
日
本
を
中
心
と

し
た
七
月
豪
雨
で
は
広
域
的

で
長
時
間
に
わ
た
る
記
録
的

な
大
雨
と
な
り
、
同
時
多
発

的
に
各
地
で
水
害
・
土
砂
災

害
が
発
生
し
た
。
と
り
わ
け

洪
水
浸
水
想
定
区
域
や
土
砂

災
害
警
戒
区
域
で
は
事
前
に

避
難
を
促
す
情
報
が
伝
達
さ

れ
て
い
た
も
の
の
、
具
体
的

な
行
動
に
直
結
せ
ず
多
く
の

人
的
被
害
を
も
た
ら
す
結
果

と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
情
報
を
提
供
す

る
行
政
・
メ
デ
ィ
ア
関
係
者

が
連
携
し
、
よ
り
良
い
災
害

情
報
の
発
信
内
容
や
伝
達
の

手
段
を
再
検
討
す
る
こ
と
が

き
わ
め
て
重
要
だ
。
ま
た
的

確
な
避
難
行
動
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
が
地
域
の
声
か

け
で
あ
る
場
合
も
多
い
こ
と

か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
活
動
を
支
援
す
る
と
い
う

観
点
で
も
適
切
な
情
報
発
信

・
共
有
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
回
発
足
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
は
同
省
、
気
象
庁
、

地
方
自
治
体
な
ど
に
加
え
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、
情
報
通
信
機
器

の
関
係
企
業
・
団
体
が
参

加
。
水
防
災
意
識
社
会
の
再

構
築
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を

活
か
し
た
対
応
策
・
連
携
策

な
ど
を
議
論
す
る
。

初
会
合
で
は
森
昌
文
国
土

交
通
事
務
次
官
が
冒
頭
あ
い

さ
つ
に
立
ち
「
多
発
し
て
い

る
自
然
災
害
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
か

真
剣
に
学
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門

家
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
。
皆
さ
ま
の
ご
意
見

か
ら
政
策
の
基
本
的
な
方
向

づ
け
を
行
い
、
効
果
的
な
取

り
組
み
に
結
び
つ
け
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
積
極
的
な

協
力
を
要
請
し
た
。

主
な
論
点
は
①
住
民
に
切

迫
性
を
伝
え
る
た
め
に
何
が

で
き
る
か
②
高
齢
者
な
ど
の

情
報
弱
者
に
水
害
・
土
砂
災

害
情
報
を
ど
の
よ
う
に
伝
え

る
か
③
よ
り
わ
か
り
や
す
い

情
報
提
供
の
あ
り
方
―
―
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
発
災
直
前
か
ら
氾
濫
の

危
険
性
を
伝
え
る
水
位
情
報

や
土
砂
災
害
危
険
情
報
を
住

民
に
届
け
る
方
法
、
各
メ
デ

ィ
ア
の
特
性
に
応
じ
た
住
民

と
の
情
報
共
有
の
方
法
、
住

民
各
自
が
逃
げ
る
決
断
を
す

る
情
報
表
現
方
法
（
洪
水
情

報
の
見
え
る
化
）
、
情
報
発

信
者
か
ら
直
接
住
民
へ
情
報

を
届
け
る
方
法
（
プ
ッ
シ
ュ

型
配
信
な
ど
）
、
デ
ジ
タ
ル

情
報
弱
者
へ
の
情
報
提
供
の

あ
り
方
な
ど
を
十
一
月
下
旬

に
も
練
り
上
げ
る
方
針
だ
。

国
土
交
通
省
は
十
月
四

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省

特
別
会
議
室
で
第
四
十
四
回

「
国
土
交
通
省
政
策
評
価

会
」
（
座
長
・
上
山
信
一
慶

應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部

教
授
）
を
開
き
、
平
成
三
十

年
度
中
に
ま
と
め
る
政
策
レ

ビ
ュ
ー
の
中
間
報
告
を
行
っ

た
。
下
水
道
関
係
で
は
老
朽

化
対
策
、
汚
水
処
理
の
最
適

化
・
広
域
化
・
共
同
化
、
浸

水
対
策
な
ど
を
重
点
課
題
と

し
て
推
進
し
て
い
く
。

同
省
は
政
策
評
価
基
本
計

画
に
基
づ
き
積
極
的
に
政
策

評
価
に
努
め
て
い
る
。
政
策

レ
ビ
ュ
ー
は
実
施
中
の
施
策

を
目
的
や
政
策
課
題
に
応
じ

て
一
括
し
、
そ
れ
ら
が
目
的

に
照
ら
し
て
所
期
の
効
果
を

あ
げ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検

証
。
ま
た
結
果
と
施
策
の
因

果
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
、

課
題
や
改
善
策
を
発
見
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

当
日
の
評
価
会
で
は
橋
本

元
秀
国
土
交
通
政
策
統
括
官

が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
協

力
に
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

中
間
報
告
に
つ
い
て
忌
憚
の

な
い
ご
意
見
を
賜
り
た
い
」

と
活
発
な
議
論
を
促
し
た
。

中
間
報
告
で
は
①
景
観
・

歴
史
ま
ち
づ
く
り
②
下
水
道

施
策
③
鉄
道
の
防
災
・
減
災

対
策
④
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス

の
改
善
に
よ
る
利
用
者
利
便

の
向
上
⑤
台
風
・
豪
雨
な
ど

に
関
す
る
防
災
気
象
情
報
の

充
実
―
―
な
ど
を
取
り
上
げ

た
。
こ
の
う
ち
下
水
道
事
業

を
取
り
巻
く
課
題
と
し
て
降

雨
の
激
甚
化
、
人
口
減
少
に

よ
る
収
入
減
、
職
員
減
少
に

よ
る
技
術
力
の
低
下
、
施
設

の
老
朽
化
な
ど
を
指
摘
し
、

課
題
解
決
の
方
向
性
と
し
て

①
老
朽
化
対
策
②
汚
水
処
理

の
最
適
化
・
広
域
化
・
共
同

化
③
官
民
連
携
の
推
進
④
新

技
術
導
入
⑤
資
源
・
施
設
の

有
効
活
用
⑥
浸
水
対
策
―
―

な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

豪雨災害の教訓を踏まえ初会合

森事務次官

重点課題について検証

橋本統括官
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